
学生によるヒアリングの様子（社会調査実習）

最近の研究成果（著書）

キーワード 防災地域づくり、支援の文化、原発避難、コミュニティのレジリエンス、コミュニティの分断と修復

専門分野 地域社会学、災害社会学

研究の目的、概要、期待される効果

日本は、あきれるほど自然災害の多い国です。
水害や豪雪、地震、津波などに繰り返し襲われて
きました。災害は地域社会の脆弱性を浮き彫りに
すると同時に、被災経験を地域の「強み」に変え
ていくきっかけになる場合もあります。
社会学は〈人と人とのつながり〉を対象とする

学問です。災害に関しては、ダムや堤防、住宅な
どの「ハード」ではなく、コミュニティや社会意
識・社会心理といった「ソフト」面と防災・復興
との関わりについて研究します。私自身は、これ
まで中越地震・中越沖地震の被災と復興の過程を
対象として、支援の経験知の蓄積と災害に強いコ
ミュニティの条件について調べてきました。
東日本大震災後は、とくに福島原発事故により

新潟県に避難してきた人びとへのヒアリングを通
じて、新潟県における支援の特徴やコミュニティ
の分断とその修復可能性などについて研究してい
ます。原発避難の問題には自然災害とは異なる難
しさがあるのですが、現代日本社会の抱える課題
がよりクリアに映し出されているともいえます。
災害という角度から地域社会を見ることは、人

口減少や高齢化に悩む地域の課題と可能性を浮き
彫りにして、持続可能な社会のあり方について考
えることにもつながるはずです。

関連する
知的財産
論文 等

松井克浩（2011）『震災・復興の社会学―2つの「中越」から「東日本」へ』リベルタ出版
松井克浩（2017）『故郷喪失と再生への時間―新潟県への原発避難と支援の社会学』東信堂
松井克浩（2021）『原発避難と再生への模索―「自分ごと」として考える』東信堂

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・防災を通じた地域づくりに取り組む自治体、
団体など
・被災者・原発避難者の支援に取り組む自治体、
団体など

災害という切り口から地域の課題と可能性に
ついて考えます
被災者・原発避難者への支援のあり方につい

て考えます
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災害に強いコミュニティの条件
～ 災害対応・支援の経験知の蓄積から ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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